
麗澤大学 言語研究センター 

第4回 ワークショップ 

 

日時：2007年7月14日 (土) 13:30 ～ 15:00 

場所：セミナールーム１ (麗澤大学 生涯教育プラザ棟) 

参加費：無料 

 

体験学習１ 

「背中合わせ “Back to back”」 

八代京子 教授 (麗澤大学) 

二人一組になって言葉によるコミュニケーション活動を行います。この活動を通して、言

語だけでコミュニケーションするとどのような困難や誤解が生じるかに気づきます。 

活動後コミュニケーションにおける言語および非言語コードの持つ重要な役割と限界につ

いてのディスカッションをします。使用言語は日本語です。 
 

体験学習２ 

 “Perception: The Key to Effective Communication” 

ポール マクヴェイ 教授 (麗澤大学) 

This workshop will focus on the key role of perception in communication. 
Through some small group activities, we shall explore the complex process of 
perception in an attempt to gain a deeper understanding of the fact that what 
occurs in the "real world" is often quite different from what we perceive to 
occur. Seeing is NOT believing! We shall see that the more we increase the 
accuracy of our perceptions, the more our effectiveness as communicators will 
increase. 
 

 

15:10 ～ 16:30：麗澤大学大学院言語研究科 英語教育専攻・日本語教育専攻説明会 

 

お問い合わせ：セミナー担当(seminar@r-l inc.org), 鈴木(プラザ事務課 研究支援

担当、TEL：04-7173-3761) 
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コミュニケーションについてのコミュニケーションについての   
体験ワークショップ体験ワークショップ   


